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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 146 ha

平成 18 年度　～ 平成 21 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 平成17年度 平成21年度

％ 平成17年度 平成21年度

９１５人

目標と指標及び目標値の関連性 従前値

定住人口の増加 地区内定住人口の増加 快適な住環境を整備することにより定住人口の増加を図る ８６３人

46.3% 60.0%住民満足度の向上 生活環境に対して安全・安心と感じる地域住民割合の増加
危険な歩道無し道路の改善、街路灯の設置等により安全・安心と感じる住
民の割合を増加させる

大目標：心の豊かさが実感できる質の高い暮らしを築くまちづくり
　小目標①：誰もが豊かに暮らすことができる良好な居住環境の形成
　小目標②：人に優しい安心・安全の生活環境形成

・五戸町は青森県の東南部に位置し、五戸川と浅水川を挟んで拓けた総面積177.82㎢の純農村地帯である。東側が県南の主要都市である八戸市、北側は十和田市と隣接し、町の中心部を国道４号線が南北に縦断している。
・町の基幹産業は農業で稲作を中心とし果樹・野菜・畜産などの複合経営が主であり、農道整備やほ場整備などの農業基盤整備を最重要課題として農業振興に取り組んできた。
　しかし、農業については長引く米価の低迷や野菜価格の不安定さ、後継者不足等により離農が進んでおり、商工業も最近の急速な技術革新と情報化産業の進展、近隣市町村の郊外型大規模店舗進出の影響を受け、雇用機会の縮小
が続き、隣接する八戸市内に勤務する人や移住する人が年々増加している。

・上市川地区は五戸町の東部に位置し、八戸市の北部と接している農村地域である。地区内人口は、863人（平成17年4月1日現在住民基本台帳人口）で、昭和の合併前の旧川内村の中心地として、旧五戸町の中心地区に次いで人口が
集中している地区である。
・また、東北新幹線八戸駅まで6キロ、八戸自動車道北ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞまで3キロ、三沢空港まで18キロ程度と高速交通アクセスは非常に良好な地域である。また近くには八戸北インター工業団地、前山工業団地などもあり、雇用環境にも恵ま
れている。さらに、最寄の小学校と保育所までは5～6百メートルと徒歩で通える距離である。
・これまで上市川地区は農業生産地域として重要な役割を果たしてきたが、最近は離農が進み、八戸市内に勤務する人の割合が非常に大きくなっている。またUターン等により上市川地区内に住宅地を求める人が増えているが、当該地
区のほとんどは農地であり、宅地の確保が急務となっている。

・五戸町は、平成16年7月に五戸町と倉石村が合併して生まれた町で、その際策定された「合併まちづくり計画」において３つの将来像「生活環境の質を高める」「教育・文化の質を高める」「産業交流の質を高める」を位置づけ、各種事業を
展開している。
・当該計画の将来像の一つである「生活環境の質を高める」の具体的施策の一つとして「ベッドタウン推進プロジェクト」が位置付けられており、高速交通網へのアクセスが容易であり、かつ都市部では得られない豊かな自然環境や田園風
景に囲まれた豊かな居住環境の形成を目指している。

・定住環境の計画的な確保
　八戸市内へ勤務している人々やUターン等を希望する人々には上市川地区内に住宅地を求める人が増えており、宅地の確保が必要である。

・誰もが安心して暮らすことのできる生活環境整備
　歩道のない小学校の通学路等の改善や街路灯の整備等、子供や高齢者をはじめ誰もが安心して暮らせる生活環境整備が求められている。

・合併まちづくり計画等との適合性を図りながら平成17年8月に策定した第５次総合振興計画においては、「快適で住みやすい生活基盤の推進」「誰もが安心して暮らせる安全基盤の推進」を掲げ、豊かな自然環境と田園風景の中で、住
宅や上下水道、公園などの居住環境が整備され、地域内外を結ぶアクセス道路や生活道路などの交通環境が整い、住民が安全で安心して暮らすことができるまちづくりを進めることとしている。

定　　義指　　標 目標値

計画期間 交付期間 21

都道府県名 青森県 五戸町
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都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○上市川住宅団地整備構想について
・上市川住宅団地構想は合併まちづくり計画の住民ワークショップにおいて、提案されたものである。

○地域づくりに関する住民活動
・上市川地区では「桜沢沼」（農業用ため池）の整備にあたって、地区住民が中心となって「ゆとり」と「うるおい」のある地域づくりのために、環境美化活動などを実践している。

方針に合致する主要な事業

○誰もが豊かに暮らすことができる良好な居住環境の形成

・八戸市内に勤務する就業者やＵ・Ｉターン希望者の受け入れ先の確保を行うため、住宅団地整備（団地整備に伴う道路、公園、緑地、下水
道）を行う。
・住宅団地をより快適な居住環境とするため、団地内に集会場や生垣やごみステーション、共同アンテナを整備する。
・住宅団地の整備方針を検討することにより、さまざまな世代の定住促進を図る。
・統合による園児の増加に対応するため、上市川保育所の園庭拡張、施設改修を行い、また、保育所及び小学校の下水施設を整備し、子育
て世代が安心して暮らすことができる環境を整える。
・子育て世代や熟年世代が団地の近隣で気軽に農作業が体験できるように市民農園を整備する。

道路整備（基幹事業／道路事業）
公園整備（基幹事業／公園事業）
緑地（基幹事業／地域生活基盤施設）
下水道整備（基幹事業：提案事業／地域創造支援事業）
上市川住宅団地関連施設整備（提案事業／地域創造支援事業）
上市川保育所改修等整備（提案事業／地域創造支援事業）
上市川保育所・小学校下水道整備（提案事業／地域創造支援事業）
上市川住宅団地整備計画検討（提案事業／事業活用調査）
市民農園整備（提案事業／地域創造支援事業）

上市川住宅団地整備（関連事業）
桜沢沼ため池整備(関連事業）
地域用水環境整備（関連事業）

○人に優しい安心・安全の生活環境形成

・地域住民が安心して歩くことができる道路整備を行う。
・特に上市川小学校前は歩道が狭く危険であるため、歩道の拡幅などを行う。
・住宅団地へつながる道路は街路灯がなく危険であるため、街路灯を設置し安全な道路とする。
・地区内の児童・生徒の通学時の安全を確保するために防犯灯を設置する。
・住宅団地の防災、防犯対策の強化のため、防火水槽、防災無線及びため池安全施設の設置を行う。
・通学路における危険箇所の啓蒙につなげるため、通学路安全マップを作成し、交通安全対策の強化を図る。
・上市川地区の自主防犯意識向上を図るために、安全・安心まちづくり活動事業を実施する。

道路整備（基幹事業／道路事業）
上市川小学校前歩道整備（基幹事業／道路事業）
防火水槽（基幹事業／地域生活基盤施設）
防災無線（基幹事業／地域生活基盤施設）
上市川住宅団地関連施設整備（提案事業／地域創造支援事業）
通学路安全マップ作成（提案事業／事業活用調査）
防犯灯設置（提案事業／地域創造支援事業）
ため池安全施設（提案事業／地域創造支援事業）
まちづくり事業効果分析調査（提案事業／事業活用調査）
安全・安心まちづくり活動事業（提案事業／まちづくり活動推進事業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 五戸町 直 L=645m 18 21 18 21 185 185 185 185

〃 〃 L=442m 18 21 18 21 100 100 100 100

〃 〃 L=131m 20 21 20 21 27 27 27 27

〃 〃 L=308m 18 20 18 21 37 37 37 37

〃 〃 L=78m 18 20 18 21 10 10 10 10

〃 〃 L=84m 18 20 18 21 11 11 11 11

〃 〃 L=91m 18 20 18 21 12 12 12 12

〃 〃 L=150m 18 20 18 21 10 10 10 10

〃 〃 L=226m 18 19 18 19 36 36 36 36

公園 〃 〃 A=1,250㎡ 18 21 18 21 30 30 30 30

河川

下水道 暗渠 五戸町 直 L=1,649m 18 20 18 20 61 61 61 61

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 五戸町 直 － 20 21 20 21 25 25 25 25

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 544 544 544 544 …A

上市川団地地区

－

オンコ公園

町道上市川団地１号線

（防火水槽・防災無線・緑地）

町道上市川団地４号線

国費率

事業
細項目

事業主体事業箇所名 直／間

交付対象事業費 720 交付限度額 288 0.4

町道上市川団地周回線

町道上市川団地周回２号線

町道上市川団地３号線

うち民負担分

交付期間内事業期間
規模

（参考）事業期間

－

0

町道中平外ノ沢線

－

－

町道上市川団地２号線

立谷地歩道

上市川上小線歩道

－

住宅市街地
総合整備
事業



提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

五戸町 〃 L=1,000m 21 21 21 21 5 5 5 5

共同アンテナ 〃 〃 一式 21 21 20 21 12 12 12 12

ごみステーション 〃 〃 ２ヵ所 21 21 21 21 1 1 1 1

集会施設 〃 〃 １棟 20 21 20 21 34 34 34 34

住宅団地公共施設用地造成 〃 〃 一式 18 19 18 19 44 44 44 44

保育所改修（保育所拡張等） 〃 〃 A=1,213㎡ 18 18 18 18 36 36 36 36

〃 〃 ２ヵ所 19 20 19 21 15 15 15 15

〃 〃 L=190m 18 19 18 19 6 6 6 6

市民農園施設 〃 〃 A=1,700㎡ 20 21 20 21 11 11 11 11

防犯灯設置 〃 〃 30ヵ所 21 21 21 21 2 2 2 2

ため池安全施設整備 〃 〃 L=102m 21 21 21 21 4 4 4 4

〃 〃 － 19 20 19 20 2 2 2 2

〃 〃 － 18 18 18 18 1 1 1 1

まちづくり事業効果分析調査 〃 〃 － 21 21 21 21 2 2 2 2

〃 〃 － 21 21 21 21 1 1 1 1

－ 0

合計 176 176 176 176 …B

合計(A+B) 720

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

五戸町 五戸町 ５０区画 ○ 18 21 200

青森県 農水省 L=833m ○ 16 20 247

〃 〃 A=92,000㎡ ○ 15 20 264

合計 711

直／間
（参考）事業期間

規模
交付期間内事業期間

うち民負担分

事業活用調
査

通学路安全マップ作成

上市川地区

0

－

下水道（暗渠）

まちづくり活
動推進事業

〃

上市川地区

　　　〃

全体事業費

安全・安心まちづくり活動事業

保育所・小学校下水道整備

事業主体
事業期間（いずれかに○）

事業 規模

上市川地区

生垣（景観づくり）

〃

〃

住宅団地整備計画検討

　　　〃

　　　〃

　　　〃

桜沢沼

事業箇所名

事業箇所名

　　　〃

上市川団地地区

〃

上市川地区上市川住宅団地造成事業（用地・整地・上水道）

桜沢地区地域用水環境整備事業

桜沢地区ため池等用排水整備事業

所管省庁名

細項目
事業 事業主体

〃

〃

〃


